
亜細亜大学アジア研究所所報

1

平成20年４月15日第130号

ISSN　0385-0838

第 130号

発行所

亜細亜大学アジア研究所
東京都武蔵野市境5-24-10

電話 0422 (54) 3111
郵便番号 180-8629

野
　
副
　
伸
　
一

　
ス
タ
ー
ト
で
躓
い
た
李
明
博
政
権

　
　
　
　
　
　
　
―
２
０
０
８
年
３
月
の
現
地
調
査
報
告
―

　
１
、 
急
激
な
ウ
ォ
ン
切
り
下
げ
の
イ
ン
パ
ク
ト

　
筆
者
は
去
る
３
月
17
日
か
ら
24
日
ま
で
ソ
ウ
ル
に
滞

在
し
た
。
こ
の
韓
国
訪
問
は
毎
年
３
月
に
行
っ
て
お

り
、「
韓
国
の
政
治
・
外
交
・
経
済
の
定
点
・
定
時
観

測
」
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
10
回
目
に
当
た

る
。
今
回
は
、
２
月
25
日
に
発
足
し
た
李
明
博
政
権
の

内
政
、
対
北
朝
鮮
政
策
、
経
済
等
の
現
状
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
ど
う
い
う
方
向
に
進
ん
で
い
る

の
か
を
見
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
毎
回
感
ず
る

こ
と
で
は
あ
る
が
、
現
地
調
査
の
醍
醐
味
は
、
予
期
せ

ぬ
こ
と
に
し
ば
し
ば
遭
遇
し
、
知
的
好
奇
心
を
刺
激
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
も
そ
う
い
う
見
聞
が
多
々
あ

り
、
滞
在
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
最
初
の
驚
き
は
、
到
着
し
た
金
浦
空
港
で
起
こ
っ

た
。
当
座
の
必
要
と
し
て
、
空
港
内
の
銀
行
で
２
万
円

を
ウ
ォ
ン
に
換
え
た
が
、
為
替
レ
ー
ト
が
１
０
０
円
で

何
と
１
０
２
５
ウ
ォ
ン
と
な
っ
て
い
た
。
一
年
前
同
じ

場
所
で
換
え
た
時
に
は
８
２
５
ウ
ォ
ン
で
あ
っ
た
か

ら
、
こ
の
間
に
ウ
ォ
ン
が
円
に
対
し
２
０
０
ウ
ォ
ン
も

安
く
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
米
ド
ル
が
こ
の
日
日
本
円

に
対
し
急
落
し
、
一
時
１
ド
ル
＝
９
５
円
台
を
記
録
し

た
。
そ
の
米
ド
ル
に
対
し
ウ
ォ
ン
は
３
１
・
９
ウ
ォ
ン

下
落
（
下
落
率
は
３
・
２
％
）
も
し
、
１
０
２
９
・
２

ウ
ォ
ン
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
円
に
対
す
る
大
幅
な

ウ
ォ
ン
安
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
ウ
ォ
ン
安
は
日
本
人
旅
行
者
に
と
っ
て
大
変
有
難
い

こ
と
で
あ
る
が
、
韓
国
に
と
っ
て
も
輸
出
の
促
進
、
そ

れ
に
よ
る
企
業
業
績
の
好
転
等
で
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
最
近
の
よ
う
に
原
油
や
原
材
料
価
格
が

高
騰
し
、
海
外
か
ら
の
借
り
入
れ
が
増
大
し
て
い
る
時

期
で
の
ウ
ォ
ン
安
は
マ
イ
ナ
ス
も
大
き
い
。
ウ
ォ
ン
安

は
輸
入
価
格
の
更
な
る
高
騰
を
も
た
ら
し
、
対
外
債
務

の
返
済
負
担
を
加
重
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
政
府
が
20

日
に
生
活
必
需
品
５
０
品
目
の
集
中
管
理
方
針
を
急
遽

発
表
し
た
の
も
、
効
果
の
程
は
兎
も
角
と
し
て
、
庶
民

生
活
へ
の
配
慮
を
示
す
た
め
で
も
あ
っ
た
。

　
今
回
の
大
幅
な
ウ
ォ
ン
安
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

そ
れ
が
経
済
活
性
化
を
表
看
板
に
し
、
成
長
路
線
に
邁

進
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
李
明
博
政
権
の
出
鼻
を
挫
い

　
　〈 
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２
、
混
迷
す
る
ハ
ン
ナ
ラ
党

　
政
治
の
ほ
う
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
昨
年
12
月
の
大

統
領
選
挙
で
圧
勝
し
た
李
明
博
大
統
領
は
、
そ
の
余
勢

を
駆
っ
て
来
る
４
月
９
日
の
総
選
挙
で
も
楽
勝
す
る
も

の
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
三
ヵ
月
経
っ
た
ソ
ウ
ル

で
は
雰
囲
気
は
全
く
変
わ
っ
て
い
た
。
新
政
権
ス
タ
ー

ト
時
の
熱
気
は
去
り
、
失
望
と
幻
滅
が
支
配
し
て
い

た
。
党
公
認
問
題
を
巡
る
ハ
ン
ナ
ラ
党
内
の
対
立
と
分

裂
は
、
党
を
危
機
に
陥
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
与
党
圏

は
ハ
ン
ナ
ラ
党
、
自
由
先
進
党
、
親
朴
連
帯
の
三
つ
に

分
裂
し
、
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
単
独
過
半
数
獲
得
を
危
ぶ
む

声
す
ら
出
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　
混
乱
の
発
端
は
現
職
議
員
３
８
・
５
％
の
「
ム
ル
カ

リ
（
甕
の
水
の
取
替
え
＝
公
認
脱
落
）」
で
あ
る
。
多

選
や
高
齢
、
さ
ら
に
過
去
に
選
挙
違
反
等
の
前
科
の
あ

る
議
員
の
公
認
は
認
め
ら
れ
ず
、
新
人
が
大
量
に
公
認

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
楽
勝
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
こ
の

際
党
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
し
よ
う
と
古
参
幹
部
等
を
降

ろ
し
、
新
人
に
替
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
公
認
を

外
さ
れ
た
議
員
の
中
に
は
朴
槿
恵
派
議
員
が
多
く
、
公

認
作
業
が
朴
槿
恵
派
の
弱
体
化
や
李
明
博
党
づ
く
り
を

狙
っ
た
も
の
と
、
朴
派
議
員
は
強
く
反
発
し
て
い
る
。

彼
ら
は
脱
党
し
て
親
朴
連
帯
を
結
成
し
た
り
、
無
所
属

で
出
馬
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

　
公
認
さ
れ
た
候
補
者
の
派
閥
別
人
数
を
見
る
と
、
親

李
明
博
派
が
１
５
７
人
（
６
４
・
１
％
）
、
親
朴
槿
恵

派
が
４
４
人
（
１
８
・
０
％
）
、
そ
の
他
が
４
４
人

（
１
８
・
０
％
）
と
、
李
明
博
派
が
圧
倒
的
に
多
く
、

朴
槿
恵
派
の
反
発
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
こ
の
公
認
問
題
を
巡
る
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
混
乱
に
は
、

実
は
も
っ
と
大
き
な
政
治
的
な
意
味
が
あ
る
と
い
う
見

方
を
ソ
ウ
ル
で
聞
い
た
の
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
そ

れ
は
「
左
派
に
よ
る
巻
き
返
え
し
で
あ
る
」
と
い
う
。

今
回
の
「
ム
ル
カ
リ
」
で
は
保
守
性
向
の
強
い
朴
槿
恵

派
の
議
員
が
大
量
に
排
除
さ
れ
、
そ
の
後
釜
に
左
派
の

新
人
が
大
挙
据
え
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
公
認

に
強
い
影
響
力
を
持
つ
人
物
は
党
倫
理
委
員
長
で
あ
る

が
、
現
在
そ
の
ポ
ス
ト
に
は
、
朴
正
熙
政
権
末
期
の
労

働
運
動
に
影
響
力
を
持
っ
た
都
市
産
業
宣
教
会
出
身
の

た
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
ソ
ウ
ル
滞
在
中
、
金
利
を
巡

る
企
画
財
政
部
と
韓
国
銀
行
の
対
立
が
報
じ
ら
れ
て
い

た
。
「
７
４
７
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
毎
年
７
％
成
長
を
公
約

し
て
い
た
李
政
権
は
、
今
年
の
成
長
率
目
標
値
を
当
初

６
％
に
設
定
し
て
い
た
が
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の

焦
げ
付
き
に
よ
る
米
国
経
済
の
失
速
、
原
油
価
格
の
高

騰
等
の
た
め
目
標
値
を
さ
ら
に
５
％
台
に
下
方
修
正
し

て
い
た
。
し
か
し
そ
の
５
％
す
ら
達
成
が
困
難
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
企
画
財
政
部
は
金
利
引
き

下
げ
に
よ
る
ウ
ォ
ン
安
と
投
資
の
活
性
化
で
５
％
成
長

の
達
成
を
確
実
な
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で

あ
る
。
韓
銀
は
当
然
物
価
安
定
の
観
点
か
ら
金
利
引
き

下
げ
に
は
強
い
抵
抗
を
し
て
い
た
。

　
こ
の
勝
負
は
結
局
企
画
財
政
部
の
勝
利
に
終
わ
っ

た
。
21
日
の
『
朝
鮮
日
報
』
経
済
版
の
ト
ッ
プ
記
事
の

見
出
し
は
「
成
長
が
勝
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
、
企

画
財
政
部
の
勝
利
を
報
じ
て
い
た
。
「
物
価
抑
制
目
標

に
多
少
の
逸
脱
は
あ
っ
て
も
、
成
長
ド
ラ
イ
ブ
を
か
け

る
側
に
経
済
政
策
の
力
点
を
置
く
」
と
い
う
政
府
側
の

主
張
が
貫
徹
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
驚
い
た
こ
と
に
、
状
況
は
わ
ず
か
数
日
で
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
李
明
博
大
統
領
は
23
日
、
日
本
経

済
新
聞
、
毎
日
経
済
新
聞
（
韓
国
）、
経
済
日
報
（
中

国
）、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
（
英
国
）
と
の

共
同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ウ
で
、
「
経
済
政
策
の
力
点
を
成
長

よ
り
も
物
価
安
定
に
置
く
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

李
大
統
領
は
「
米
国
で
始
ま
っ
た
危
機
状
況
で
当
面
庶

民
生
活
に
被
害
が
迫
っ
て
来
て
お
り
、
物
価
安
定
が
７

％
成
長
や
雇
用
創
出
よ
り
重
要
な
状
況
に
あ
る
」
と

語
っ
て
い
る
。
経
済
政
策
の
力
点
が
急
旋
回
し
た
の
で

あ
る
。

　
こ
れ
は
大
き
な
変
化
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
二
つ

の
理
由
が
指
摘
で
き
よ
う
。
第
一
は
、
李
明
博
大
統
領

の
世
界
経
済
に
対
す
る
危
機
感
の
高
潮
で
あ
る
。
李
大

統
領
は
16
日
の
長
・
次
官
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
「
現
在

起
こ
っ
て
い
る
危
機
は
多
分
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
後
最
大

の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」
と
発
言
す
る
等
、
演
説
で

「
危
機
と
い
う
単
語
を
16
回
も
使
用
し
た
」（『
朝
鮮
日

報
』）
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
17
日
、
18
日
に
も
同
様
な

世
界
経
済
危
機
論
が
重
ね
て
展
開
さ
れ
た
。

　
第
二
は
、
経
常
収
支
の
急
速
な
悪
化
で
あ
る
。
韓
国

の
経
常
収
支
は
昨
年
通
年
で
５
９
・
５
億
ド
ル
の
黒
字

で
あ
っ
た
が
、
２
０
０
４
年
の
２
８
１
・
７
億
ド
ル
の

黒
字
を
ピ
ー
ク
に
黒
字
を
急
速
に
減
ら
し
て
き
て
い

る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
昨
年
12
月
（
マ
イ
ナ
ス

８
・
１
億
ド
ル
）
以
来
、
１
月
（
マ
イ
ナ
ス
２
７
・
５

億
ド
ル
）
、
２
月
（
マ
イ
ナ
ス
２
３
・
５
億
ド
ル
）
と

赤
字
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
経
常
収
支
は
一
国

の
経
済
の
国
際
競
争
力
や
健
全
性
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で

あ
る
。
そ
れ
故
、
経
常
収
支
赤
字
の
継
続
は
要
注
意
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
韓
国
経
済
は
引
き
締
め
政
策
に
転
換
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
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牧
師
が
就
任
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
５
年
後

の
大
統
領
選
挙
で
は
左
派
に
ま
た
政
権
が
移
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て

は
金
成

「
一
層
の
左
傾
化
が
憂
慮
さ
れ
る
第
18
代
国

会
」、『
現
代
コ
リ
ア
』
電
子
版
、
08
年
３
月
28
日
参

照
）。
興
味
深
い
指
摘
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
な
お
、
今
回
の
総
選
挙
で
は
、
与
野
党
の
大
物
に
よ

る
直
接
対
決
が
実
現
し
、
大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
い

る
。
そ
の
代
表
例
が
ソ
ウ
ル
銅
雀
乙
区
で
の
鄭
東
泳
対

鄭
夢
準
の
対
決
で
あ
る
。
鄭
東
泳
候
補
は
昨
年
の
大
統

領
選
挙
に
与
党
候
補
と
し
て
出
馬
し
た
。
そ
れ
に
対
し

現
代
グ
ル
ー
プ
の
御
曹
子
で
あ
る
鄭
夢
準
候
補
は
現
在

ハ
ン
ナ
ラ
党
最
高
委
員
で
、
次
期
大
統
領
選
挙
の
有
力

候
補
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
負
け
た
候
補
者

の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
、
政
治
生
命
を
失
う
も
の
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
紹
介
し
て
お
こ
う
。
政
治
一
番
地
と
呼
ば

れ
る
ソ
ウ
ル
鍾
路
区
で
の
孫
鶴
圭
対
朴
振
の
対
決
で
あ

る
。
孫
鶴
圭
候
補
は
ハ
ン
ナ
ラ
党
を
脱
党
し
、
現
在
統

合
民
主
党
党
首
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
地
元
の
朴
振
候

補
は
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
有
力
若
手
議
員
で
、
将
来
の
大
統

領
候
補
で
も
あ
る
。
朴
候
補
は
兎
も
角
、
孫
候
補
が
負

け
た
場
合
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
い
も
の
と
見
ら
れ
て
い

る
。
「
外
様
大
名
」
と
も
言
え
る
孫
候
補
の
処
遇
の
厳

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
３
、
李
明
博
政
権
の
対
北
政
策

　
李
明
博
大
統
領
の
対
北
朝
鮮
政
策
に
つ
い
て
は
、
金

大
中
、
盧
武
鉉
政
権
時
代
の
「
ポ
チ
ュ
ギ
（
一
方
的
供

与
）」
政
策
と
は
違
う
、
も
っ
と
実
利
的
で
、
相
互
主

義
的
な
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
方
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
我
々

が
会
っ
た
四
人
の
専
門
家
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
は
あ
っ

た
が
、
李
政
権
の
対
北
政
策
は
金
大
中
、
盧
武
鉉
時
代

と
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。

　
あ
る
国
策
研
究
所
の
研
究
員
は
金
・
盧
政
権
は
「
反

米
従
北
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
李
政
権
は
「
親
米
親

北
」
で
、
対
米
・
対
日
政
策
で
違
い
が
あ
る
、
と
い

う
。
さ
ら
に
「
親
北
」
と
言
っ
て
も
過
去
の
よ
う
な

「
ポ
チ
ュ
ギ
」
で
は
な
く
、
非
核
、
開
放
、
国
軍
捕
虜

等
の
返
還
を
要
求
す
る
違
い
が
あ
る
。
但
し
、
北
朝
鮮

が
非
核
や
開
放
に
応
じ
な
い
場
合
ど
う
す
る
か
に
つ
い

て
、
未
だ
政
策
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
非
核
・
開
放
は

北
朝
鮮
に
と
っ
て
難
し
い
の
で
、
李
政
権
は
結
局
は
対

北
朝
鮮
政
策
を
有
耶
無
耶
に
し
な
が
ら
、
現
状
を
維
持

し
対
決
を
避
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
と
主
張
す
る
。

　
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
李
明
博
政
権
の
対
北
政

策
は
盧
武
鉉
政
権
と
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
る
が
、
本

質
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
「
非
核
・
開
放
・
３
０

０
０
構
想
」
は
理
念
で
は
な
く
、
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
、
李
政
権
に
は
対
北
問
題
を
積
極
的
に
打
開
し
よ
う

と
い
う
考
え
は
な
い
。
実
用
主
義
に
は
理
念
は
な
い
、

と
厳
し
い
。

　
ま
た
別
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
金
正
日
政
権
に

と
っ
て
核
＝
体
制
で
あ
る
か
ら
、
北
朝
鮮
が
核
を
放
棄

す
る
筈
は
な
い
。
李
明
博
大
統
領
は
核
を
な
く
す
と
い

う
前
提
の
非
現
実
性
に
気
付
い
て
い
な
い
、
と
批
判
す

る
。
そ
れ
故
李
政
権
の
「
非
核
・
開
放
・
３
０
０
０
構

想
」
は
絶
対
に
成
功
し
な
い
。
李
政
権
は
金
大
中
・
盧

武
鉉
政
権
の
対
北
政
策
を
ぎ
こ
ち
な
く
踏
襲
す
る
に
過

ぎ
な
い
、
と
主
張
す
る
。

　
あ
る
脱
北
者
出
身
の
専
門
家
は
李
明
博
政
権
の
対
北

政
策
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。
総
選
挙
後
の
今
年
下
半
期

に
輪
郭
が
出
て
こ
よ
う
。
李
大
統
領
は
経
済
界
出
身
な

の
で
利
益
が
あ
れ
ば
動
く
が
、
哲
学
が
あ
る
訳
で
は
な

い
。
「
非
核
・
開
放
・
３
０
０
０
構
想
」
に
は
手
続
き

が
な
い
、
と
批
判
し
て
い
た
。

　
以
上
、
李
明
博
政
権
の
対
北
政
策
へ
の
批
判
を
列
挙

し
た
が
、
李
政
権
と
前
二
政
権
と
の
ち
が
い
は
、
北
朝

鮮
の
現
状
に
つ
い
て
よ
り
自
由
に
議
論
で
き
る
雰
囲
気

を
造
成
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
今
後
生
起

し
得
る
「
北
朝
鮮
急
変
事
態
」
に
つ
い
て
の
論
議
は
活

発
化
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　

　
以
上
が
、
今
回
の
ソ
ウ
ル
現
地
調
査
で
の
報
告
し
た

い
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
李
明
博
政
権
は
発
足
し

て
１
ヶ
月
足
ら
ず
で
、
既
に
内
政
、
対
北
外
交
、
経
済

等
で
大
き
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
の
が
筆
者

の
結
論
で
も
あ
る
。
李
明
博
大
統
領
は
前
述
の
16
日
の

長
・
次
官
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
「
新
政
権
が
誕
生
し

て
20
日
に
な
る
が
、
自
分
が
考
え
て
も
６
ヶ
月
位
経
っ

た
よ
う
な
気
分
だ
」
と
ぼ
や
い
た
。
自
分
が
考
え
た
よ

う
に
は
物
事
が
進
ま
な
い
こ
と
に
対
す
る
苛
立
ち
を
吐

露
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ぼ
や
き
に
今
の
韓
国
の

状
況
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
筆
者
は
帰
国
後
、
北
朝
鮮
研
究
者
の
集
ま
り
で
今
回

の
ソ
ウ
ル
現
地
調
査
の
報
告
を
し
た
。
そ
の
折
あ
る
韓

国
人
か
ら
、
李
明
博
大
統
領
は
実
用
主
義
者
だ
か
ら
損

な
こ
と
は
し
な
い
、
し
か
し
北
朝
鮮
問
題
で
大
き
な
期

待
を
か
け
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
問
題
は
左

右
ど
ち
ら
の
陣
営
が
李
大
統
領
を
使
い
こ
な
す
か
に
ポ

イ
ン
ト
が
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
た
。
興
味
深
い
指
摘
で

あ
っ
た
の
で
紹
介
し
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

　
　
　
（
の
ぞ
え
し
ん
い
ち
・
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）
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